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N様は、これまで３度の外壁塗装や内窓の追加など、定期的
な補修を続けるほど、住まいに愛着を持たれています。ご主人
には「耐震のためでも、外観や室内が大きく変わることはした

くない」という思いがあり
ました。そのためN様と設
計の久保田、監督の山本
は、当時の図面と現地調査
を基に何度も打ち合わせ
を実施。屋根と外壁は変え
ずに、リビングの構造の強

柱と壁を追加する部分的な耐震補強でもで十分な効果があ
るという結論に達します。
建築当時の基準より頑丈に建てられていたとはいえ、リビン
グ周りの壁をすべて撤去し、下地から貼り直す大工事です。
せっかくなので断熱材も充填し、床もムク材に変更するなど
断熱補強も行いました。約２カ月間の工事は昨年末に完成。
「地震に強い上、住み心地も良くなり大満足」と笑うご主
人。奥様も「ナルシマさんはかかりつけのお医者さんのよう
に、家のことなら何でも相談できます。これからもよろしくお
願いしますね」とおっしゃってくださいました。
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33年住み慣れた住まいを
地震に強い安心の家に。
平成4年に新築した当時は、住宅専門誌に掲載されるほど性能やデ
ザイン性を評価されたN様邸。しかし現在の耐震基準では、さすが
に十分とはいえません。昨年の能登半島地震がきっかけでナルシマ
にご相談いただき「将来も安心して暮らせる」ためのリフォームプロ
ジェクトが始まりました。

お客様に寄り添うナルシマだからできた、思いを活かす提案。
大きな窓が多く、明るいリビング。壁と床を一新したことで、さらに居心地が良くなった。

庭を見渡す大きな出窓はご夫婦のお気に入り。「ここに
補強材を入れるのだけは避けたかった」とご主人。

テレビの後ろの壁が新たに設置された。

新築時に掲載された住宅専門誌も参考に。

重厚感のある玄関は今も当時のまま。

耐震リフォーム
N様邸

【現場監督・山本知史】家全体を耐震補強するのではなく、
普段過ごすリビングや和室を部分的に補強することで、安心
して暮らせる倒壊しにくい家にすることができました。

開放的だった和室に柱と壁を加えて強化。

耐震補強のポイントとなった和室（左）。

施工前、慎重に調査する山本監督。 檜7.5寸角の大黒柱と壁。 下地まで完成した状態。

柱と壁ができて安心感も高まった。

【設計・久保田亜矢子】新築時の図面が残っていたことで工
事は順調に進められました。情報管理や引き継ぎをしっかり
行うこともナルシマの技術力の一部なのだと思います。

①既存の壁を取り払った状態。
新築時から構造はしっかりし
ていた。
②筋交いの両端を全て金具で
補強。
③高性能グラスウールを充填。
④下地合板を打ち付け「面」
で補強。
⑤さらに石膏ボードも貼り、
二重の効果。

使える構造は活かし、効果的に補強を。
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